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将来見通しに関する記述について将来見通しに関する記述について
のご注意のご注意

予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通
し・計画に基づく予測が含まれております。世界経済・競合し・計画に基づく予測が含まれております。世界経済・競合
状況や不確定要因により実際の業績が記載の予想数値と状況や不確定要因により実際の業績が記載の予想数値と
大幅に異なる可能性があります。大幅に異なる可能性があります。
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平成１８年３月期業績概要（連結）平成１８年３月期業績概要（連結）

１７年３月期 １８年３月期

実　　績 実　　績 増　　減 伸び率

化成品事業 13,443 13,273 12,137 11,644 △ 493 △ 4.1
感光性材料及び印刷材料 5,733 5,685 5,652 5,513 △ 138 △ 2.5
写真材料及び記録材料 5,003 5,117 4,305 4,444 138 3.2
医薬中間体 1,254 1,107 1,104 835 △ 269 △ 24.4
その他化成品 1,452 1,363 1,075 851 △ 224 △ 20.8

環境関連事業 1,236 1,296 1,372 1,354 △ 17 △ 1.3

その他の事業 13 7 4 4 0 16.9

合　　計 14,693 14,577 13,514 13,003 △ 510 △ 3.8

 売上総利益 2,387 2,197 1,851 1,231 △ 620 △ 33.5

化成品事業 410 293 74 △ 515 △ 589 -
環境関連事業 135 130 164 156 △ 7 △ 4.8
その他の事業 11 5 17 17 0 3.7
消去又は全社 22 13 22 23 1 6.6

合　　計 580 442 277 △ 317 △ 594 -

 経常利益 473 381 213 △ 397 △ 610 -

 税引前当期純利益 353 355 225 △ 1,962 △ 2,187 -

 当期純利益 177 193 104 △ 2,330 △ 2,435 -

（百万円、％）

前期比
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財政状態（連結）財政状態（連結）

（百万円）
流動資産 流動負債

8,993 3,046

固定負債
2,273

少数株主持分

固定資産 資本

9,416 13,034

平成1８年３月期

55

（百万円）
流動資産 流動負債

8,527 2,955

固定負債
1,219

固定資産 資本

10,670 15,022

平成17年3月期
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キャッシュ・フローの状況（連結）

-3,000

-1,000

1,000

百万円

営業活動によるキャッシュフロー
投資活動によるキャッシュフロー
財務活動によるキャッシュフロー

432

-745
116

16年3月期 17年3月期 18年3月期

1,826

353 904

-897 -1,298
--332

キャッシュ・フローの状況（連結）
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子会社業績子会社業績

１８年３月期
１５３百万円

台州联大科技有限公司
を加え５社となりました。

1７年３月期
２２７百万円

経常利益（子会社５社単純合計）
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平成１８年３月期業績概要（単独）平成１８年３月期業績概要（単独）
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１８年３月期

実　　績 増　　減 伸び率

5,512 5,430 5,282 5,196 △ 86 △ 1.6
5,003 5,117 4,305 4,444 138 3.2
1,254 1,107 1,104 835 △ 269 △ 24.4
1,252 1,177 916 653 △ 262 △ 28.7

合　　計 13,021 12,832 11,608 11,129 △ 479 △ 4.1

売上総利益 1,874 1,652 1,263 714 △ 548 △ 43.4
営業利益 371 221 4 △ 516 △ 521 -
経常利益 304 219 29 △ 463 △ 492 -
税引前当期純利益 189 199 42 △ 2,012 △ 2,055 -
当期純利益 85 115 10 △ 2,302 △ 2,313 -

年間配当金（１株当たり） 6円 6円 6円 6円 - -

連単倍率（倍） １５年３月期 １６年３月期 １７年３月期 １８年３月期

売上 1.13 1.14 1.16 1.17
経常利益 1.55 1.73 7.14 -
当期純利益 2.08 1.68 9.74 -

利
益

前期比

（百万円、％）

売
上
高

感光性材料及び印刷材料
写真材料及び記録材料
医薬中間体
その他化成品

１５年３月期
実績

１６年３月期
実績

１７年３月期
実績
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比較損益計算書（単独）比較損益計算書（単独）
１７年３月期 １８年３月期 増減額 増減率

百万円 百万円 百万円 ％

売上高 11,608 11,129 △ 479 △ 4.1 「医薬中間体」および「その他化成品」の減少
売上原価 10,345 10,414 68 0.7
売上総利益 1,263 714 △ 548 △ 43.4
販売費及び一般管理費 1,258 1,231 △ 27 △ 2.2
営業利益 4 △ 516 △ 521 ー 売上高減少

営業外損益 25 53 22 112.0
経常利益 29 △ 463 △ 492 ー
特別利益 32 1 △ 31 △ 95.5
特別損失 19 1,550 1,531 7,724.7 福井工場の減損損失、たな卸資産処分損等
税引前当期純利益 42 △ 2,012 △ 2,055 ー

法人税等 31 290 258 810.7
当期純利益 10 △ 2,302 △ 2,313 ー

主な増減理由
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１．減損処理１．減損処理
　　　「固定資産の減損に係る会計基準」の適用により、当社　　　「固定資産の減損に係る会計基準」の適用により、当社
　　　福井工場の固定資産を対象に減損処理いたしました。　　　福井工場の固定資産を対象に減損処理いたしました。

　　　　　　○○ 土地　　　土地　　　 ２億３１百万円２億３１百万円

　　　　 　　○　建物　　　○　建物　　　 ５億３５百万円５億３５百万円

　　　　　　　　　　 ○　その他　　○　その他　　６億１８百万円６億１８百万円　　　　（総計）１３億８４百万円（総計）１３億８４百万円

２．繰延税金資産の取り崩し２．繰延税金資産の取り崩し
　　　　繰延税金資産の回収可能性を見直し、将来の合理的な繰延税金資産の回収可能性を見直し、将来の合理的な

　　　見積可能期間内で解消見込額のみ計上いたしました。　　　見積可能期間内で解消見込額のみ計上いたしました。
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比較貸借対照表（単独）比較貸借対照表（単独）

１７年３月期 １８年３月期 増減額 増減率
百万円 百万円 百万円 ％

流動資産 7,867 8,218 351 4.5
現金預金・有価証券 1,015 2,002 987 97.2 長期借入金の増加
売上債権 2,771 2,614 △ 156 △ 5.7
たな卸資産 3,657 3,080 △ 576 △ 15.8 製品および仕掛品の減少

固定資産 10,317 9,146 △ 1,171 △ 11.4
有形固定資産 8,502 6,705 △ 1,797 △ 21.1 福井工場の減損処理
投資その他 1,766 2,435 668 37.8 関係会社への出資・保有株式の評価増

流動負債 2,830 2,948 118 4.2
仕入債務 659 639 △ 19 △ 3.0
短期借入金 1,299 1,253 △ 46 △ 3.6

固定負債 1,091 2,181 1,089 99.8 長期借入と繰延税金負債の計上　
長期借入金 980 1,556 576 58.8

株主資本 14,262 12,233 △ 2,028 △ 14.2

総資産 18,184 17,364 △ 820 △ 4.5

主な増減理由
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業績予想（連結）業績予想（連結）

１８年３月期

実　　績 上期 下期 年間 伸び率

11,644 5,650 6,350 12,000 3.1
感光性材料及び印刷材料 5,513 2,800 2,800 5,600 1.6
写真材料及び記録材料 4,444 2,150 2,350 4,500 1.3
医薬中間体 835 300 850 1,150 37.7
その他化成品 851 400 350 750 △ 11.9

1,354 740 740 1,480 9.3

4 10 10 20 400.0

13,003 6,400 7,100 13,500 3.8

1,245 900 1,100 2,000 60.6

△ 518 40 240 280 -
156 60 60 120 △ 23.1
17 5 5 10 △ 41.2
23 10 10 20 △ 13.0

△ 321 115 315 430 -

△ 397 100 300 400 -
△ 1,962 100 300 400 -
△ 2,330 100 250 350 -

（百万円、％）

経常利益

売
上
高

１９年３月期予想

化成品事業

環境関連事業

その他の事業

合　　計

税引前当期純利益
当期純利益

売上総利益

営
業
利
益

化成品事業

環境関連事業

その他の事業

消去又は全社

合　　計
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業績予想（単独）業績予想（単独）
１８年３月期

実　　績 上期 下期 年間 伸び率

5,196 2,600 2,600 5,200 0.1

4,444 2,150 2,350 4,500 1.3

835 300 850 1,150 37.7

653 350 300 650 △ 0.5

合　　計 11,129 5,400 6,100 11,500 3.3

売上総利益 714 650 900 1,550

営業利益 △ 516 50 250 300

経常利益 △ 463 100 230 330 -

税引前当期純利益 △ 2,012 100 230 330 -

当期純利益 △ 2,302 100 200 300 -

１株当たり配当金 ６円 ３円 ３円 ６円 －

（百万円、％）

利
益

売
上
高

感光性材料及び印刷材料

写真材料及び記録材料

医薬中間体

その他化成品

１９年３月期予想
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業績予想（単独売上）業績予想（単独売上）

5,430

5,117

1,107

1,177

5,282

4,305

1,104

916

5,196

4,444

835

653

5,200

4,500

1,150

650

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16/3実績 17/3実績 18/3実績 19/3予想

その他化成品

医薬中間体

写真材料及び記録材料
感光性材料及び印刷材料12,832

11,608 11,129 11,500

（百万円）
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Ⅰ．中期構造改革プランⅠ．中期構造改革プラン

　　　　１．低コスト構造の構築１．低コスト構造の構築　　

　　　１）生産拠点を再編　　　１）生産拠点を再編

　　　　２）間接部門のスリム化２）間接部門のスリム化

　　　３）労務費の削減　　　３）労務費の削減

　　　　 ２．開発力の強化２．開発力の強化　　

　　　　　　 １）開発部門に資源を集中し、開発スピードを上げる１）開発部門に資源を集中し、開発スピードを上げる

　　　　　　 ２）新規開発テーマに集中する２）新規開発テーマに集中する

　　

　《収益構造を改革し、経営基盤の強化を図る》　《収益構造を改革し、経営基盤の強化を図る》
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Ⅱ．グループシナジー

ダイトーケミックス(株)

日本エコロジー(株)
環境関連事業

ダイトー技研(株)
建築用材料事業

岩手ケミカル(株)
感光性材料事業

食品添加物事業

ﾃﾞｨｰ・ｴｽ・ｴｽ(株)

サービス業務請負事業

台州聯大
中間物安価

供給基地

DAITO-KISCO
韓国国内向け

PAC製造販売

大阪工場

静岡工場
感光材、写真材

生産工場

福井工場
医薬中間体、感光材

生産工場
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Ⅲ．利益計画（単独）

平成１８年度
(予想)

売上高　　　　　　　（百万円） 11,500

経常利益額　　　　（百万円） 330

経常利益率　　　　　　 （％） 2.9

売上高開発品比率　　（％） 35.7
（注）平成１４年度を基準とした開発品比率
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売上推移
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百万円

Ⅳ．成長のための戦略Ⅳ．成長のための戦略
　　　　１．感光性材料１．感光性材料
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２．写真材料２．写真材料

売上推移
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売上推移
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1200

1400

１６年度実績 １７年度実績 １８年度予想

百万円

３．医薬中間体３．医薬中間体
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15.2%

23.5%
29.1%

32.7%
35.7%
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14年度実績 15年度実績 16年度実績 17年度実績 1８年度予想

（金額：百万円）
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(売上比率：％）13年度以前 14年度

15年度 16年度

17年度 18年度

開発品売上比率

４．14年度を基準とした開発品売上推移（単独）
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（百万円、％）

平成１７年度 平成１８年度

実　　績 増減 伸び率 予　　想

設備投資 368 △ 210 △ 36.3 650

減価償却費 853 △ 283 △ 24.9 670

研究開発費 997 7 0.7 1,000

前期比

平成平成1717年度の主要な設備投資年度の主要な設備投資

※福井工場に医薬中間体試作設備　　　　　※福井工場に医薬中間体試作設備　　　　　5555百万円百万円

５．設備投資・減価償却費・研究開発費５．設備投資・減価償却費・研究開発費（単独）（単独）
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連結関連数値情報連結関連数値情報

《《参考》参考》

＜連結関連数値情報＞ （金額単位：百万円）

１５年３月期 １６年３月期 １７年３月期 １８年３月期 １９年３月期
実績 実績 実績 実績 予想

財政状態
　株主資本 14,733 14,972 15,022 13,034 13,100
　総資産 19,691 20,343 19,197 18,409 18,500
　株主資本比率（％） 74.8 73.6 78.2 70.8 70.8

キャッシュ・フロ－
　営業キャッシュ・フロ－ 1,136 1,826 353 904 1,060
　投資キャッシュ・フロ－ △ 820 △ 897 △ 1,298 △ 332 △ 800
　財務キャッシュ・フロ－ △ 1,612 116 △ 745 432 △ 70
　現金及び現金同等物 1,887 2,932 1,243 2,260 2,450

設備投資関連
　設備投資額 895 929 641 479 750
　（内、土地）
　減価償却費 1,497 1,354 1,210 936 740

研究開発関連
　研究開発費 1,103 1,124 1,000 1,010 1,010
　研究開発要員 （期末：人） 87 81 90 90 100
　全社員（期末：人） 361 355 361 361 357
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単独関連数値情報単独関連数値情報《《参考》参考》

＜単独関連数値情報＞ （金額単位：百万円）

１５年３月期 １６年３月期 １７年３月期 １８年３月期 １９年３月期
実績 実績 実績 実績 予想

財政状態
　株主資本 14,133 14,305 14,262 12,233 12,400
　総資産 18,809 19,435 18,184 17,364 17,400
　株主資本比率（％） 75.1 73.6 78.4 70.5 71.3

キャッシュ・フロ－
　営業キャッシュ・フロ－ 1,106 1,773 181 768 910
　投資キャッシュ・フロ－ △ 750 △ 819 △ 1,139 △ 300 △ 630
　財務キャッシュ・フロ－ △ 1,612 116 △ 774 400 △ 70
　現金及び現金同等物 1,648 2,718 1,015 1,915 2,125

設備投資関連
　設備投資額 798 851 578 368 650
　（内、土地）
　減価償却費 1,405 1,287 1,136 853 670

研究開発関連
　研究開発費 1,068 1,083 990 997 1,000
　研究開発要員 （期末：人） 84 77 86 86 95
　全社員（期末：人） 296 282 280 269 265
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